明光義塾　　学習インフォメーション
通知表の活かし方①
　　塾生のみなさん、１学期の通知表の結果はいかがでしたか？

　　評価方法が「絶対評価」に変わって２年目の通知表。初年度は、各学校とも新しい評価の方法にとまどい、かなりの混乱や不信感を招いたようですが、今年は評価システムの確立や先生方の研修もすすみ、昨年よりは安定した評価がなされているようです。通知表の形式を細分化した学校も多く、改善が見られました。
通知表が改善される一方で、「受け取る側には見方がわかりにくい」という声も聞かれます。そこで今回は通知表の見方についてご案内します。

「評定」のつけ方

通知表の中で一番気になる記載が、「内申書」の元となる、「各教科の５段階評定値」
（いわゆる評定）でしょう。
「評定」は、単元ごとの「観点別学習状況」をＡＢＣの3段階に判定し、そのトータルでつけられます。各教科とも、「4つの観点(国語は５つ)」が設定されています。
評価の柱「４つの観点」
　　

　　
（教科ごとに表記方法が若干異なります）
それぞれの観点について、単元ごとに具体的な「評価基準」が設定されています。その評価基準に照らして、「十分満足できる」と判断されれば、「Ａ」がつきます。ですからこの「評価基準」をしっかり把握し、項目一つひとつをクリアーしていくことが評定アップにつながるのです。次号で評価基準の例と、「Ａ判定をとるには・・・」を示しますので、参考にしてください。
観点別学習状況をどう判定するか・・・

　　観点別の判定には、右のような手段が用いられています。「授業中の観察」では、主に「関心・意欲・態度」の観点を、「単元テスト」と「定期テスト」では、「知識・理解」の観点を判定します。
　
単元テストでは、観点ごとに問題を分類し、「この問題ができれば『技能』の観点は『Ａ』」というように問題の正答状況で観点別判定をしている学校も多くあります。
やはり各種テストでしっかり得点することが大切なのです。

９０％の学校で「観点別学習状況」欄　掲載
　　今年の通知表では、９０％の中学校が「観点別学習状況」を掲載しました。1学期の通知表を見る際には、「評定」よりもむしろこの「観点別ＡＢＣ評価」に注目しましょう。そして、上記4観点のうち、自分はどの観点を改善するべきかを、教科ごとに総括し、2学期の課題としましょう。
　　保護者の方へ
通知表の考え方をよく理解して、それを指導に役立てたいものです。

　
☆　教科の成績だけでなく、行動や特別活動の記録も見て、お子さんを全体的に理解する。 

☆　お子さんの長所を認め、やる気を出させるようにする。 

☆　足りないところはどこかを見きわめ、お子さんと一緒に確認する。頭ごなしに叱らない。 

☆　もし、納得のいかない観点別評価があれば、中学校の先生に聞いてみることも必要。

（気兼ねはいりません。そのための、「開示」なのですから。）
　　

お子様の通知表の結果について、疑問点やご相談されたいことがございましたら、教室長にお気軽にご相談ください。

評価基準





Ａ：十分満足できると判断されるもの


Ｂ：おおむね満足できると判断されるもの


Ｃ：努力を要すると判断されるもの
































「活発な生徒」有利　　「消極的な生徒」は不利？


　「盛んに挙手する生徒によい評価がついて、引っ込み思案な生徒には厳しい評価がつくのではないか」という懸念があります。これでは、「性格」で評価が決まってしまうのではないか・・・。最近ではそれを防ぐために、単に「活発に発言する」だけでなく、「ノートをしっかりとる」とか、「進んで調べようとしている」「話し合いに積極的に参加している」など、多面的に評価することが始まっています。（学校や先生に差があるのも事実ですが・・・）





授業中の観察


ノート・宿題・夏休みの課題の状況をみる


単元テストの問題別正答状況


定期テストの問題別正答状況





基本となる4観点


「関心・意欲・態度」


「思考・判断」


「技能・表現」


「知識・理解」








評定





④･･･A･B･C判定





③･･･A･B･C判定





②･･･A･B･C判定





①･･･A･B･C判定





４つの観点


(国語は５つ)








